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１ はじめに 

 

秦野市入札監視委員会は、平成１９年４月に設置され、この２期４年の間

に１２回の審議を行ってまいりました。今回、２期目を終了するに当たり、

これまで以上に公正性及び競争性の高い入札・契約制度を実現するために必

要と思われる点について、委員会としての提言を行うことと致します。 

本制度を全体として見た場合には、電子入札の導入や一般競争入札を本格

的に実施するなど、透明性、公正性及び競争性の確保といった点において、

概ね適正に入札が執行されており、一定の成果は上がっているものと評価す

ることができますが、本委員会としては、秦野市がこの提言を踏まえ、引き

続き改革に取り組まれ、今後も市民の皆さんから信頼される制度の構築に努

められることを要望します。 

 

 

平成２３年２月７日 

 

 

                    秦野市入札監視委員会 

                     委員長 石 田 清 彦 
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２ 入札監視委員会について 

 

(1) 設置目的 

ア 背景と目的 

秦野市入札監視委員会は、平成１８年１０月に秦野市において競売入

札妨害事件が発生したことを契機として、平成１９年４月に設置されま

した。その目的は、市長の附属機関及び第三者機関として、中立・公正

な立場で入札制度並びにその適正な運用に関して客観的な調査及び審議

を行い、その結果を市長に報告し、意見の具申を行うことにありました

（秦野市「入札・契約制度改革について」（平成１９年２月））。 

イ 委員の構成 

本委員会の委員５名は、公認会計士、税理士、弁護士、大学における

法律学の研究者ですが、それぞれの専門知識を活用して、上記の目的を

十分に達成することが期待できるとの理由で、本委員会の委員として選

任され、現在に至っています。 

 

(2) 審議の手続きとその内容 

ア 審議の手続き 

本委員会委員の任期は秦野市入札監視委員会規則第５条で「２年」と

定められていますが、５名全員が平成２１年６月に再任されたことによ

り、この４年間で計１２回の審議を行ってきました。手続面では、まず、

審議案件の抽出に関して、秦野市入札監視委員会運営要領第４項、第６

項及び第７項に基づき、発注工事等一覧表より各委員が抽出した審議希

望案件の中から、５００万円以上の高額案件であること、高落札率が存

在していること、複数委員が指摘していること等を基準として、委員長

が審議案件の抽出を行い、事務局がその審議に係る詳細な資料の準備を

行いました。 

イ 審議の内容 

本委員会では、事務局から提出及び説明を受けた審議案件の工事・業

務概要書及び入札調書に基づいて審議を行い、時には１件で１時間以上

に及ぶこともありました。各案件の審議においては、各委員から事務局

への多様な質問とそれに対する的確な説明・回答等に基づき、それぞれ

の内容及び秦野市でのその領域に関する事情等も踏まえて、入札参加者

の業務範囲や立場・規模・関連性等一つ一つの詳細な部分にまで確認を

行い、その案件に内在する問題点や秦野市の抱える課題を把握するとと

もに、改善策の検討も行ってまいりました。その詳細は、秦野市のホー

ムページに、「議事概要」として掲載されています。 
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(3) 秦野市入札監視委員会の委員 

氏   名 役 職 等 備 考 

荒 川 裕美子 税理士・行政書士  

石 島 洋 一 公認会計士・税理士  

石 田 清 彦 大学教授・弁護士 委員長 

内 山 安 夫 大学教授  

遠 藤 秀 幸 弁護士  

 

(4) 入札監視委員会の開催状況 

 開 催 日 議 事 内 容 

第１期 

第１回 

平成１９年 

４月２５日 

①委嘱状交付式 

②委員長の選出 

③入札制度の概要説明 

第２回 １１月 ５日 

①抽出案件の審議  

（３４９件中１５件を抽出） 

②質問事項（市内の事業者数の把握、落札

辞退者の取扱い） 

第３回 
平成２０年 

２月 ４日 

①抽出案件の審議 

（１２３件中１３件を抽出） 

②質問事項（最低制限価格の適用、入札不

調案件の再発注） 

第４回 ６月 ２日 

①抽出案件の審議 

（１６８件中２６件を抽出） 

②質問事項（低入札と予定価格） 

③平成２０年度の入札・契約制度の改善事

項について 

第５回 １０月２０日 

①抽出案件の審議 

（３５９件中２８件を抽出） 

②質問事項（物品の入札参加者数） 

第６回 
平成２１年 

１月２６日 

①抽出案件の審議 

（１６１件中８件を抽出） 

②質問事項（１者のみ参加の入札） 
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 開 催 日 議 事 内 容 

第２期 

第１回 
６月２２日 

①委嘱状交付式 

②抽出案件の審議 

（２４８件中２４件を抽出） 

③平成２１年度の入札・契約制度の改善事

項について 

第２回 １０月 ５日 

①前回の懸案事項（工事積算内訳書の確

認）について 

②抽出案件の審議 

（２１２件中１４件を抽出） 

③関係諸団体からの入札制度の改善につい

ての要望書について 

第３回 
平成２２年 

２月 １日 

①抽出案件の審議 

（２４７件中１９件を抽出） 

②審議結果の総括のあり方について 

第４回 ６月２１日 

①抽出案件の審議 

（１８６件中５件を抽出） 

②クリーンセンター建設工事の入札につい

て 

③提言書の骨子（案）について 

第５回 １０月１８日 

①抽出案件の審議 

（２５２件中７件を抽出） 

②提言書（案）について 

第６回 
平成２３年 

 ２月 ７日 

①抽出案件の審議 

（１３０件中９件を抽出） 

②提言書の最終案について 
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３ 入札・契約制度改正の主な取組み 

秦野市は、平成１８年度以降、透明性、公正性及び競争性の高い入札・契

約制度の確立を目指して、入札・契約制度の改正に取り組みました。その主

な内容は次のとおりです。 

 

(1) 透明性の確保 

ア 電子入札による一般競争入札の導入 

(ｱ) 工事案件に一部導入（平成１８年度） 

(ｲ) 工事案件に全面的に導入（平成１９年度） 

(ｳ) コンサル、一般委託及び物品の案件に導入を拡大（平成２０年度） 

イ 予定価格の公表 

(ｱ) 工事案件の予定価格を事前公表（平成１８年度） 

(ｲ) 一般委託及び物品の各案件の予定価格を事後公表（平成２０年度） 

ウ 入札監視委員会の設置（平成１９年度） 

エ 随意契約ガイドラインの策定（平成１９年度） 

オ １者特命随意契約の結果を公表（平成２１年度） 

(2) 公正な競争の促進 

ア 変動型最低制限価格の導入と見直し 

(ｱ) 工事案件に導入（平成１８年度） 

(ｲ) コンサル、一般委託案件に導入を拡大（平成２０年度） 

(ｳ) 低価格入札対策として、変動型最低制限価格の算出式を見直し（平

成２１年度） 

イ 委託、物品の発注標準の策定（平成２０年度） 

(3) 不正行為の排除 

ア 暴力等不正行為に関する競争入札の参加停止を追加（一般競争入札の

参加停止等措置基準の改正）（平成１９年度）  

イ 営業所の実態調査の実施（平成２１年度） 

(4) 適正な施工の確保 

ア 評価項目条件付き一般競争入札の導入 

(ｱ) 「工事成績条件型」と「災害等協力型」を導入（平成２０年度） 

(ｲ) 工事成績条件型として、「平均点抽出型」「最高点抽出型」を導入

（平成２１年度） 

イ 総合評価一般競争入札の試行（平成２０年度） 

(5) その他 

ア 現場代理人常駐義務の緩和（平成２０年度） 

イ 公共工事の前金払いの限度額を１０分の３から１０分の４に引き上げ

（平成２０年度） 

ウ 中間前金払制度の創設（平成２１年度） 
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４ 提言について 

 

(1) 提言の趣旨及び方法 

ア 提言の趣旨 

本委員会は、入札妨害の事実を確認し、それに対して適切な措置を講

ずることを目的とするものではありません。秦野市入札監視委員会規則

第２条に基づき、制度として認められた各種の一般競争入札における入

札参加資格の設定や随意契約の執行等の正当性を審議し、その審議の過

程において、入札・契約制度の適正化の観点から工夫、改善が求められ

る事項について提言を行うことを目的としています。 

しかし、その提言を行うためには、審議対象とした各案件についての

具体的な背景及び状況を正確に把握していくことが重要となります。そ

れは例えば、対象となったある一般競争入札の案件において、なぜそれ

らの者が入札に参加したのか、なぜ入札の辞退者が生ずるのか、なぜそ

れぞれの参加者はその入札金額を提示したのか、落札者はどのような立

場の者か、そしてなぜ結果としてそのような落札率となったのか、更に

は類似の案件について落札者及び落札率はどのようになっているのか、

ということ等についてですが、そこでの入札参加申請者若しくは応札者

の内心の意思というものが確認できない以上、具体的な背景や状況を正

確に把握することは困難といえます。 

秦野市では、前第３項に示すとおり、入札制度の様々な改正を行いな

がら、透明性、公正性及び競争性を確保するよう促進していますが、入

札参加資格要件や落札率等の客観的な事実や統計上のデータから、入札

等の適正性が十分に確保できているか判断することの困難な案件も見受

けられ、そうした案件を契機として、現行制度の問題点や改善の方向に

ついて検討を重ねてまいりました 

イ 提言の方法 

そこで、本委員会では、提供されたこれらの客観的な事実や、データ

から読み取ることのできる事実を中心として提言を行います。また、本

来であれば、委員全員の意見の一致を見た部分についてのみ提言を行う

べきとも考えられますが、この４年間の議論の中で、各委員が様々な見

解、しかもそのそれぞれが適切な根拠に基づいた説得力のある見解を持

っていることも明らかになりました。本提言では、そのような事情も踏

まえ、各委員の意見を集約できるものは集約したうえで、委員各個人の

見解としても示すこととしました。以下に項目ごとに整理して提言内容

を掲げます。 

 

(2) 公正な競争の促進について 

ア 適正な競争に必要な入札参加者数の確保(所在地要件の設定)について 

秦野市では、入札参加資格について、予定価格に基づく標準的な入札

参加適格者数を定め、これを満たす所在地要件を設定し、一定の競争性
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を確保した上で、地域経済の活性化、雇用の確保、産業の育成を図るた

め、市内事業者への優先発注の方針を執っています。しかし、一部の委

託業務等においては入札参加者が固定し、また入札参加資格者数と実際

の入札参加者数に乖離のあるものがあり、入札参加者数と落札率を合わ

せてみたときに、適正な競争が行われているか疑問に感じたことがあり

ました。 

工事内容や発注種目によって違いがあるので、一概に落札率が高いか

らといって適正な競争がされていないとは言えませんが、県内市町村の

同種の落札率等を参考にしつつ、例えば、３年続けて高落札率であるよ

うな種目や入札参加者数が少ない状態が一定期間継続するような種目に

ついては、実態を良く分析し、その結果によっては、所在地要件を緩和

するなどの措置を検討する必要があります。 

市内事業者への優先発注という方針と対立する可能性がありますが、

同様の問題は近隣市にも存在すると思われますので、相互に所在地要件

を拡げるなどの協力関係を築くことも一案です。 

 

＜一般委託、物品発注の標準条件＞ 

標準入札参加適格者数 

区分 予 定 価 格 適格者数 

ａ １００万円未満 ３者 

ｂ ３００万円未満 ５者 

ｃ ５００万円未満 １０者 

ｄ １０００万円未満 ２０者 

ｅ １０００万円以上 ４０者 

 

所在地要件 

区分 所  在  地  要  件 

Ａ 市内本店 

Ｂ 市内本店又は受任者 

Ｃ 市内本店又は受任者又は近隣市町※本店 

Ｄ 市内又は近隣市町の本店又は受任者 

Ｅ 県内本店又は受任者 

Ｆ 県内又は都内本店又は受任者 

Ｇ 制限なし 

※ 厚木市、伊勢原市、平塚市、中井町、大井町及び松田町 
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＜入札参加者数別落札率（平成２１年度）＞ 
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＜所在地要件別落札率（平成１９年度～２１年度）＞ 
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＜一般競争入札営業種目別発注件数及び落札率＞ 

年度別発注件数年度別発注件数年度別発注件数年度別発注件数    年度別平均落札率年度別平均落札率年度別平均落札率年度別平均落札率    
営 業 種営 業 種営 業 種営 業 種 目目目目    

19191919    20202020    21212121    22222222    19191919    20202020    21212121    22222222    

土木工事 131 142 106 59 77.4% 79.0% 79.7% 77.0% 

建築工事 24 37 22 11 90.0% 88.7% 85.9% 83.6% 

とび、土工、コンクリート 3 8 3 1 75.8% 70.6% 69.3% 67.8% 

電気工事 20 17 17 9 90.6% 92.7% 85.5% 79.9% 

管工事 5 8 12 8 77.6% 79.9% 83.7% 80.0% 

ほ装工事 11 19 24 19 82.2% 77.1% 79.3% 77.7% 

塗装工事 5 8 11 3 82.9% 81.0% 86.0% 83.0% 

造園工事 6 7 6 2 78.4% 72.1% 81.5% 81.0% 

水道施設工事 16 12 24 12 73.8% 77.7% 81.7% 81.5% 

その他の工種 18 17 13 9 88.0% 80.3% 84.2% 85.3% 

工工工工        事事事事        全全全全        体体体体    239 239 239 239 275 275 275 275 238 238 238 238 133 133 133 133 80.7%80.7%80.7%80.7%    80.7%80.7%80.7%80.7%    81.5%81.5%81.5%81.5%    79.1%79.1%79.1%79.1%    

                  

建築設計 1 5 4 9 45.5% 82.8% 62.1% 61.6% 

測量 22 36 38 11 78.3% 84.7% 86.3% 87.3% 

道路 3 4 3 1 75.4% 74.7% 85.5% 91.7% 

上水道及び工業用水道 3 4 2 0 64.0% 70.4% 68.6%   

下水道 5 7 5 3 51.3% 45.8% 46.7% 34.9% 

都市計画及び地方計画 6 10 5 6 74.9% 71.2% 86.2% 86.9% 

その他の営業種目 2 6 7 1 66.3% 57.6% 57.2% 54.6% 

ココココ    ンンンン    ササササ    ルルルル    全全全全    体体体体    42 42 42 42 72 72 72 72 64 64 64 64 31 31 31 31 72.72.72.72.0%0%0%0%    75.3%75.3%75.3%75.3%    77.9%77.9%77.9%77.9%    73.8%73.8%73.8%73.8%    

                  

庁舎等建物又はその敷地の維

持管理に必要な清掃請負 
  15 17 25   83.9% 86.3% 83.7% 

清掃請負（庁舎外）   7 5 １   91.5% 89.8% 96.8% 

廃棄物処理の請負   8 5 4   74.4% 84.8% 85.2% 

運搬・保管の請負   5 4 3   89.8% 87.7% 89.5% 

総合建物管理の委託   4 3 2   92.3% 91.7% 81.9% 

建物設備保守管理委託   5 4 4   88.3% 88.1% 82.4% 

警備・受付の委託   2 10 9   71.1% 58.3% 67.8% 

消防施設保守管理委託   5 5 5   63.7% 57.4% 80.9% 

エレベーター保守管理委託   2 3 9   74.6% 85.2% 87.2% 

検査業務委託   6 7 7   82.5% 80.9% 83.1% 

森林整備業務の請負   5 6 3   94.9% 90.1% 80.2% 

樹木保護管理の委託   27 24 18   55.2% 82.6% 65.4% 

その他の営業種目   59 54 45   81.0% 84.5% 84.6% 

一一一一    般般般般    委委委委    託託託託    全全全全    体体体体            150 150 150 150 147 147 147 147 134 134 134 134         77.3%77.3%77.3%77.3%    82.3%82.3%82.3%82.3%    80.6%80.6%80.6%80.6%    
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年度別発注件数年度別発注件数年度別発注件数年度別発注件数    年度別平均落札率年度別平均落札率年度別平均落札率年度別平均落札率    
営 業 種営 業 種営 業 種営 業 種 目目目目    

19191919    20202020    21212121    22222222    19191919    20202020    21212121    22222222    

オフセット印刷   9 5 1   61.6% 66.0% 78.7% 

フォーム印刷   1 1 1   89.1% 87.7% 84.4% 

事務機器   2 1 1   65.3% 84.2% 83.2% 

什器   2 5     90.3% 81.1%   

紙   2 2 3   70.5% 66.3% 68.1% 

自動車   15 14 6   79.9% 80.8% 80.4% 

縫製品   3 5 2   89.7% 93.1% 97.0% 

金物雑貨   4 5 5   81.1% 92.5% 76.2% 

家庭用電気機器   1 15 1   64.2% 70.7% 65.1% 

消防防災用品   3 4 3   91.2% 83.1% 85.8% 

医療用薬品・衛生材料   7 8 7   85.2% 84.7% 88.8% 

産業用薬品   7 7 7   95.4% 89.5% 92.8% 

物件の借入れ   14 24 17   86.1% 80.0% 78.7% 

その他の営業種目   25 45 18   76.1% 84.3% 78.9% 

物物物物        品品品品        全全全全        体体体体            95 95 95 95 141 141 141 141 72 72 72 72         80808080.0%.0%.0%.0%    81.6%81.6%81.6%81.6%    81.4%81.4%81.4%81.4%    

※２２年度は、２２年末日までの発注件数 

 

＜神奈川県及び秦野市の工事・コンサルの落札率の推移＞ 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

神奈川県 88.8% 87.8% 88.8% 87.4% 81.5% 85.9%

秦野市 80.7% 80.7% 81.5% 72.0% 75.3% 77.9%

19年度 20年度 21年度 19年度 20年度 21年度

工事 コンサル
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＜県内各市工事落札率（平成２１年度）＞ 
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イ 発注が同時期に集中することの防止について 

入札が時期的に集中し、同様の工事案件などを同時に多く発注すると、

技術者の不足等から入札参加者が少なかったり、辞退者も発生します。

学校の改修工事のように夏休み中に工事を完了するなど発注時期に制限

があるものもありますが、できるだけ数多くの入札参加資格者に参加し

てもらえるよう、場合によっては、発注時期における応札可能業者の数

を予測して、入札参加条件を調整するなどの工夫も必要と考えます。ま

た、一定の質を確保する点からも、発注は集中しすぎないようにすべき

です。 
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＜土木・ほ装工事における同日公告件数（平成２１年度）＞ 

 

公 告 日 公告件数 公 告 日 公告件数 

４月８日 ６ ９月２日 ３ 

４月１５日 １ ９月１６日 ５ 

４月２２日 ４ ９月３０日 １４ 

５月１３日 １２ １０月１４日 ７ 

５月２７日 １０ １０月２８日 ６ 

６月１０日 ６ １１月４日 ０ 

６月２４日 １０ １１月１１日 ８ 

７月８日 １０ １１月２５日 ２ 

７月２２日 １ １２月９日 １１ 

８月５日 ５ １月１３日 ３ 

８月１９日 ４ １月２７日 ０ 

８月２６日 ２   

 

＜工事の一件当たりの入札辞退率（平成２１年度）＞ 
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ウ 予定価格に関すること 

(ｱ) 予定価格の妥当性について 

工事案件において、案件数は少ないのですが、予定価格が公表され
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ているにも関わらず、予定価格を超える金額での入札が１者に限らず

行われる場合があります。これは予定価格に対する不満と考えられる

ことから積算をする場合には万全の注意が必要です。 

 

＜予定価格を超える金額での入札が２者以上あった案件＞ 

ａ 平成１９年度消防本署トイレ改修等工事 

参加者 辞退者 予定価格超入札者 入札率の平均 入札結果 

８ ６ ２ １１４％ 不調 

※ 設計を見直したうえ、「平成１９年度消防本署トイレ改修等工事（その

２）」として再公告し、落札となった。 

 

ｂ 平成２０年度渋沢保育園プール等改修工事 

参加者 辞退者 予定価格超入札者 入札率の平均 入札結果 

９ ２ ２ ９９．３％ 落札 

 

(ｲ) 予定価格の事前公表について 

漏洩のリスクを避けるための予定価格の事前公表については、成果

もあり当初の目的は果たしていると思います。しかし、その一方で、

予定価格に極めて近い不自然と感じられる入札金額もあり、結果とし

て最低制限価格が上昇し、落札率を吊り上げているような案件があり

ます。こうした状況を改善する方策を検討する必要があります。 

 

＜予定価格に近い入札※がある案件と落札率（平成２１年度）＞ 

予定価格に近い入札 

がある案件 

予定価格に近い入札

がない案件 
営 業 種 目 

件 数 
落札率 

平 均 
件 数 

落札率 

平 均 

土 木 一 式 41 81.4 ％ 65 78.6 ％ 

ほ    装 14 79.7  ％ 10 78.8 ％ 

建 築 一 式 11 86.5  ％ 11 85.4 ％ 

電    気 10 90.5  ％ 7 78.3 ％ 

水 道 施 設 24 81.7  ％ 0 －  

※予定価格の９８％以上の入札 

 

エ 特命随意契約に関すること 

(ｱ) 民間工事等に付随する工事について 

民間事業者が発注する工事等に付随して公共工事を特命随意契約で

執行する合理性は十分理解できます。この場合に納得条件として公共
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工事単独で執行した場合との差額など、資料を確認できることが望ま

しいと考えます。 

 

＜同一箇所施工工事の特命随意契約の件数＞ 

年  度 件  数 

平成２０年度 １６ 

平成２１年度 １０ 

(ｲ) 予定価格のチェックについて 

特命随意契約は、随意契約ガイドラインに基づき適正に行われてい

ますが、落札率が高くなる傾向にありますので、積算がしっかりして

いることが前提となります。したがって、予定価格のチェックシステ

ムが必要であり、複数人によるチェックを行い予定価格の精度を高め

るべきだと考えます。 

 

(3) 不正行為の排除について 

秦野市では、法令違反、重大な事故等に該当した事業者に対し、契約後

には契約解除や損害賠償請求、あるいは入札の参加停止の措置をとってい

ます。このほかに市内にある営業所が入札参加資格要件を満たすかどうか

の判定をする実態調査を平成２１年度から開始し、不良・不適格業者の排

除に努めています。 

しかし、こうした取り組みのほかに、コンサルの入札においては、非常

に低い落札率の事例が散見されますので、予定価格が妥当なものであるな

らば、当該落札金額で適正に業務が履行できたのか否かということについ

て、しっかりと追跡調査をしておく必要があります。同時に、当該落札金

額でどのように適正な履行を実現したのかということについても、可能な

限り調査しておく必要があると考えます。 

また、今日の厳しい経済環境の中、経営状況の不安定な事業者が公共工

事等に参入することも懸念されますので、注意が必要です。 

 

＜入札参加停止業者数＞ 

年  度 
独禁法

違反 

死亡･ 

損害事故 
その他 計 

うち市内

業者 

平成１９年度 １１８ １ ３ １２２ (３) 

平成２０年度  ３０  ２  ３２ (２) 

平成２１年度   ５  ３   ８ (２) 

平成２２年度  ２１ １ ２  ２４ (０) 

※ 平成２２年度は、平成２２年末現在の件数 
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＜営業所実態調査の概要＞ 

年  度 調 査 種 別 実 施 数 備    考 

アンケート 1,248 
看板設置、従業員常

駐義務等確認 平成２１年度 

訪問調査  １０ 現地確認、指導 

平成２２年度 新規・変更業者調査    ３ 現地確認 

 

＜コンサルの落札率別件数（平成２１年度）＞ 

５０％以下, 7

５１～６０％,
4

６１～７０％,
3

７１～８０％,
5

８１～９０％,
5

９１％～, 4

 
(4) 適正な施工の確保について 

ア 総合評価方式の推進について 

秦野市では、工事品質の確保、不良・不適格業者の排除、事業者の技

術力の向上等を目的として、平成２０年度から価格のみでなく事業者の

技術力を併せて総合的に評価して落札者を決定する総合評価方式を試行

しています。工事成績などに効果も現れていますので、今後は、評価項

目や評点等の必要な見直しを図りながら、継続して実施していただきた

いと考えます。 

 

＜総合評価方式の発注件数＞ 

工 事 成 績 
年  度 

土木・ 

ほ装 
建築 その他 計 

総合評価 工事全体 

２０年度 １   １ ７９．０ ６９．４ 

２１年度 ２ １  ３ ７４．３ ７０．６ 

２２年度 ２ １ ４ ７ － － 

 ※平成２２年度の工事については、現在施工中。 

＜平成２０年度発注工事＞ 

① 市道２３号線道路舗装工事 

＜平成２１年度発注工事＞ 

① 第１号公共下水道大根第１０－１雨水幹線整備工事 

② 市道３７１号線側溝整備工事 

２８件 
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③ 中央運動公園陸上競技場本部席屋根等改修工事 

＜平成２２年度発注工事＞ 

① 市道７８号線歩道設置並びにガードレール設置及び道路補修並びに

柳川鍛冶畑配水管改良工事 

② 第１号公共下水道水無第６雨水幹線整備工事（第１工区） 

③ 本庁舎食堂改修工事 

④ 図書館放送設備等改修工事 

⑤ 図書館池噴水設備更新工事 

⑥ 中央運動公園野球場塗装工事 

⑦ 南矢名小南配水管改良工事 

 

(5) その他 

ア 電子入札について 

平成１８年度に電子入札による入札方法を導入してから４年が経過し

ましたが、今なお、電子化に乗り遅れているが故に入札に参加ができな

い事業者もあると思います。また、新しい事業者が市内に本店を構えて

業務を開始することもあります。入札参加者の増、ひいては、適正な競

争性を確保する上でも、経常的に電子入札の講習会などを開催すること

も必要と考えます。 
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５ 資料編 

 

〔入札監視委員会諸規定〕 

 

(1) 秦野市入札監視委員会規則 

 

  （趣旨） 

第１条  この規則は、秦野市附属機関の設置等に関する条例（昭和３３年秦

野市条例第６号）第２条の規定により設置された秦野市入札監視委員会

（以下「委員会」という。）の組織及び運営について必要な事項を定める。 

  （委員会の権限等） 

第２条  委員会は、市長に対して、本市が執行する入札及び契約に関する事

務（以下「入札等事務」という。）の運用及び改善に関する報告を求める

ことができる。この場合において、市長は、これを拒むことができない。 

２  委員会は、一般競争入札における入札参加資格の設定、指名競争入札に

おける指名、随意契約の執行等について、それらの正当性を審議すること

ができる。 

３  委員会は、入札等事務に係る苦情に対して行われた本市の説明に対し、

不服があるとして再度苦情が申し立てられたとき、その経緯及び内容につ

いての適正を審議することができる。 

４ 委員会は、前２項に規定するもののほか、入札等事務に関して市長が必

要と認める事項について、審議することができる。 

 （意見の提言） 

第３条  委員会は、前条第２項から第４項までの規定による審議の結果を市

長に報告し、又は意見を提言することができる。 

２ 市長は、前項の提言を受けたときは、これを尊重し、その趣旨に沿って

入札及び契約の適正化のために必要な処置をとらなければならない。 

  （委員） 

第４条  委員会は、５名の委員により組織する。 

２  委員は、次の各号のいずれにも該当する者のうちから市長が委嘱する。 

 (1)  学識経験又は識見に優れている者であること。 

 (2)  人格に優れていること。 

 (3)  公正中立の立場を堅持できること。 

  （任期） 

第５条  委員の任期は２年とする。ただし、再任することができる。 

２  委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

  （委員長） 

第６条  委員会に委員長を置き、委員の互選により定める。 

２  委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３  委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長

が指名する委員がその職務を代理する。 
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  （会議） 

第７条  委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

２  委員会の会議は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 

３  委員会の会議の議事は、出席した委員の過半数により決し、可否同数の

ときは、委員長が決するところによる。 

  （委員の除斥） 

第８条  委員は、自己又は３親等以内の親族の利害に直接関係のある審議に

参加することができない。 

  （守秘義務） 

第９条  委員は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を

退いた後も、また、同様とする。 

  （庶務） 

第１０条  委員会の庶務は、契約主管課において処理する。 

  （委任） 

第１１条  この規則に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項

は、委員長が委員会の会議に諮って定める。 

 

      附 則 

 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

      附 則 

 この規則は、平成２１年７月２日から施行する。 

 

(2) 秦野市入札監視委員会運営要領 

平成１９年４月２５日 

秦野市入札監視委員会決定 

  （趣旨） 

１  この要領は、秦野市入札監視委員会規則（平成１９年秦野市規則第１７

号。以下「規則」という。）第１１条に基づき、秦野市入札監視委員会

（以下「委員会」という。）の運営に関して必要な事項を定めるものとす

る。 

  （報告対象） 

２  規則第２条第１項に定める報告の対象は、次の各号に掲げるものとする。 

 (1)  財務部契約課で手続きを行った工事、コンサル、一般委託及び物品等

の入札及び随意契約 

 (2)  入札及び契約に関する制度等の変更に関する内容及び関係規定等 

 (3)  一般競争入札の参加停止及び指名停止措置等の状況 

 (4)  入札等事務に係る苦情の状況 

 (5)  その他委員会が報告を求めた事項 

  （報告方法） 

３  規則第２条第１項に定める入札及び契約の運用及び改善に関する報告は、

次に掲げる書類を提出することにより行うものとする。 
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 (1)  発注工事等総括表 

 (2)  発注工事等一覧表 

 (3)  一般競争入札の参加停止及び指名停止等一覧表 

 (4)  入札及び契約制度変更一覧表 

 (5)  入札及び契約制度関係規定 

 (6)  苦情の状況一覧表 

  （審議対象） 

４  規則第２条第２項の審議は、委員会が抽出した契約案件を対象とする。 

５  規則第２条第３項及び同条第４項の審議は、市長から提出された書類に

より行うものとする。 

  （審議対象案件の抽出） 

６  第４項の規定による抽出は、発注工事等一覧表の中から行うものとする。 

７  委員会は、第４項の規定による抽出をあらかじめ指定した委員に委任す

ることができる。 

８  審議対象案件の抽出は、その案件の審議を行おうとする会議開催のおお

むね３０日前までに任意の方法により行うものとする。 

  （審議対象案件の説明） 

９  審議対象案件の説明は、財務部契約課長が審議対象案件説明書により行

うものとする。ただし、必要に応じ工事等主管課長が行うことができる。 

  （委員の氏名等の公表） 

10  委員会委員の氏名及び職業は、公表するものとする。 

11  会議録は摘録とし、内容について委員長の確認を得た後、速やかに公表

するものとする。 
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〔統計データ〕 

 

(1) 登録業種別入札参加資格者数 

名簿年度 平成１９・２０年度 平成２１・２２年度 

認定年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 

区 分 全体 市内 全体 市内 全体 市内 全体 市内 

工 事 1,565 139 1,706 142 1,559 124 1,702 131 

コンサル 758 11 823 12 825 12 898 12 

一般委託 2,094 72 2,403 85 2,379 80 2,779 89 

物 件 1,456 81 1,676 89 1,621 70 1,887 75 

※資格者数は、各認定年の４月１日時点の数 

 

(2) 工事の月別発注件数 

0

10

20

30

40

50

60

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

ゼロ市債・ゼロ国
債・繰越明許等
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(3) 所在地要件別発注率 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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市内本店 市内本店・受任者 近隣本店・受任者
県内本店・受任者 都県内本店・受任者 制限なし

 

 

(4) 多様な入札方式の実施状況（平成２１年度） 
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土木一式 ほ装 建築一式 電気 管 塗装 造園 水道施設
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抽出型
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(5) 工事成績の推移 

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 全体

66.91 67.92 69.13 70.95 68.72

68.03 69.80 70.78 70.48 69.80

68.80 71.15 70.14 71.00 70.40

67.00 71.43 69.17 69.40 69.05

69.40 68.33 70.00 69.50 69.27

66.30 66.17 69.25 69.75 67.68

66.13 67.17 68.00 69.77 67.56

67.07 68.33 69.35 70.55 68.82

    　　     検査年
営業種目

土木一式・ほ装

全 体

水 道 施 設

建 築 一 式

管

塗 装

造 園

電 気

 


